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農
業
者
や
地
域
の
抱
え
る

課
題
は
様
々
で
、
地
域
で
十

分
な
話
し
合
い
を
行
い
、
各

種
施
策
の
活
用
を
図
り
、
課

題
解
決
に
向
け
て
の
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

①
現
状
を
見
る
と
、
宗
像
市

内
の
全
集
落
に
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ョ
ン
作
成

に
は
、
地
域
内
で
の
話
し

合
い
が
必
要
で
、
地
域

デ
ー
タ
（
営
農
に
対
す
る

意
向
、
農
地
の
状
況
等
）

の
提
供
や
他
地
域
の
事
例

紹
介
な
ど
の
ま
と
め
も
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

り
、
早
急
に
市
域
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、
具

体
的
な
対
策
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
、
積
極
的
な
行

動
を
お
願
い
し
た
い
。

②
永
続
性
の
あ
る
担
い
手
の

①	

地
域
農
業
の
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
や
作
業
効
率
を

高
め
る
た
め
、
水
田
の
更

な
る
大
区
画
化
や
未
整
備

田
の
早
急
な
整
備
、
老
朽

化
し
た
用
排
水
路
等
の
改

修
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
域
に
即
し
た
生
産

基
盤
の
整
備
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
早
急
な
対
処

を
お
願
い
し
た
い
。

②	

生
産
規
模
の
拡
大
や
ほ
場

の
大
区
画
化
に
伴
い
、
大

型
農
業
機
械
の
導
入
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
農
道

の
路
肩
の
損
傷
や
農
機
事

故
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
道
は
、
農
業
生
産

　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
大
き
く
、
猟
友
会
へ
駆
除

委
託
、
捕
獲
支
援
等
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
、
ア

ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
の

新
た
な
外
来
種
に
よ
る
被
害

等
、
市
民
生
活
全
般
に
及
ん

で
い
ま
す
。
今
後
、
被
害
防

　
本
市
に
お
い
て
は
、
６
次

産
業
化
法
の
施
行
に
伴
い
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（
特

産
品
）
の
開
発
に
努
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
他
の
地
域
と
異
な
る
ブ

ラ
ン
ド
品
の
創
設
を
行
い
、

ま
た
、
農
産
物
の
み
な
ら
ず

特
産
品
の
開
発
、消
費
拡
大
、

販
売
拡
大
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
広
報
誌
等

で
、
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
お
願
い

し
た
い
。

①	

新
規
就
農
者
の
参
入
に
当

た
っ
て
は
、
集
落
組
織
や

農
業
委
員
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
新
規
就
農

者
に
対
す
る
補
助
事
業
等

の
手
続
き
等
の
簡
素
化
と

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
・

強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

②	

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有

効
利
用
す
る
た
め
、
説
明

会
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
周
知
徹
底
を
お
願
い

し
た
い
。

③	
後
継
者
（
青
年
農
業
者
）

へ
の
支
援
と
し
て
は
、
意

見
を
聞
く
場
（
機
会
）
を

多
く
し
て
、
行
政
に
反
映

す
る
こ
と
と
権
限
あ
る
者

（
所
）
に
声
が
届
い
て
い

る
の
か
可
視
化
す
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

④	

宗
像
市
の
農
業
の
将
来
像

を
描
く
場
合
、
水
田
が
中

心
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
集
落
あ
る
い
は
地
域

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

　
市
農
業
委
員
会
の
清
水
正
博
会
長
が
昨
年
12
月

25
日
、
谷
井
博
美
市
長
へ
市
の
農
業
政
策
に
関
す

る
建
議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
建
議
書
は
、
市
の
農
業
振
興
施
策
と
農
業

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
同
委
員
会
が
農
業
者

の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
農
業
の
重
点
施
策
を

谷
井
市
長
へ
提
言
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
原
文

の
ま
ま
）。

育
成
・
確
保
の
た
め
、
経

営
の
複
合
化
や
多
角
化
の

検
討
、
法
人
化
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
し
、

新
規
就
農
者
が
地
域
に
定

着
し
て
、
土
地
利
用
型
農

業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
の
技
術
・
経
営
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

③
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の

た
め
、
農
地
の
出
し
手
と

受
け
手
の
意
向
や
将
来
を

見
据
え
た
利
用
集
積
計
画

の
作
成
、
合
わ
せ
て
畦
畔

管
理
等
に
つ
い
て
地
域
内

で
の
役
割
分
担
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
型
農
機
に
耐
え
、

安
全
面
に
配
慮
し
た
農
道

舗
装
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。

③	

新
た
な
産
業
の
創
出
を
図

る
た
め
、
農
産
物
の
生
産

と
加
工
・
販
売
の
一
体

化
（
農
産
物
の
６
次
産
業

化
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
整
備
に

関
す
る
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

止
対
策
の
体
制
強
化
が
早
急

に
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

①	

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
獣
害
対
策
に
果
敢

に
取
組
む
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
体
制
を
整
え

る
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
。

②	

地
域
が
行
っ
て
い
る
捕
獲

罠
対
策
事
業
に
対
し
て
の

助
成
金
の
上
限
額
の
引
き

上
げ
を
お
願
い
し
た
い
。

③	

狩
猟
免
許
取
得
、
資
格
の

更
新
等
の
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
助
成
金

の
拡
充
を
お
願
い
し
た

い
。

に
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
役
が

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

将
来
的
に
は
手
当
や
助
成

金
を
出
し
て
で
も
集
落

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

⑤	

農
機
具
や
農
業
施
設
の
価

格
が
高
い
こ
と
も
農
業
離

れ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
時
的
な
農
機
具
の

リ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

⑥	

農
業
を
儲
か
る
産
業
に
押

し
上
げ
る
た
め
、
雇
用
型

農
業
シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど

を
通
じ
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
う
一
歩
推
し
進

め
、
企
業
的
経
営
体
（
組

織
で
も
個
別
で
も
）
育
成

を
念
頭
に
、
新
し
い
生
産

や
販
売
の
連
携
、
生
産
か

ら
販
売
ま
で
行
う
経
営

等
、
育
成
支
援
策
を
講
じ

る
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
。

⑦	

む
な
か
た
地
域
農
業
活
性

化
機
構
の
役
割
の
中
に
政

策
検
討
あ
る
い
は
提
案
す

る
研
究
会
、
検
討
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

⑧	

女
性
農
業
者
支
援
に
つ
い

て
は
、
男
女
共
同
参
画
の

理
念
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
女
性
農
業
者
の
意
見
や

要
望
に
沿
う
よ
う
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。

つ
い
て
は
、
農
業
と
直
結
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
排
水

対
策
等
、
関
係
機
関
等
と
十

分
な
協
議
を
行
い
、
被
害
防

止
対
策
を
講
じ
ら
れ
ま
す
よ

う
に
要
望
し
ま
す
。

締結（公告）
された地域名 農地区分 平均額 (円 ) 最高額 (円 ) 最低額 (円 ) データ数

吉武地区
農用地 10,300 16,500 3,000 77
その他 10,300 12,000 10,000 3

赤間地区
農用地 10,800 12,000 5,000 52
その他 8,700 12,000 6,000 11

河東地区
農用地 7,600 12,000 3,000 90
その他 7,200 12,000 4,000 8

南郷地区
農用地 8,000 28,000 3,000 250
その他 6,800 10,000 4,000 12

東郷地区
農用地 8,600 12,000 4,000 111
その他 8,300 12,000 3,000 47

田島地区
農用地 8,400 12,000 3,800 91
その他 9,500 10,000 9,000 2

神湊地区
農用地 9,700 12,000 6,000 9
その他 3,000 3,000 3,000 20

池野地区
農用地 5,700 20,500 3,000 129
その他 9,000 12,177 5,000 7

岬地区
農用地 4,300 8,000 3,000 17
その他 1,900 1,900 1,900 1

宗像市平均
農用地 8,100 14,700 3,700 937

（合計）その他 7,300 9,400 5,100
＊平成26年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）
＊農地区分の農用地は農振農用地、その他は農振農用地外農地及び市街化農地

宗像市地域別農地賃借料情報 〜田（水稲）〜

谷井市長、清水会長、武丸副会長、眞鍋農政部長（左から）

農
業
政
策
に
関
す
る

建
議
書
を
提
出

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
推
進
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て

　
担
い
手
対
策
と
む

な
か
た
地
域
農
業

活
性
化
機
構
の
強

化
に
つ
い
て

　
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
に
つ
い
て

　
太
陽
光
発
電
（
自

　
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

の
対
策
に
つ
い
て

　
特
産
品
対
策
に

　
つ
い
て


